
　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
ア

メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
（
高た
か
ま
の
は
ら

天
原
の
主
宰
神
）
に

命
じ
ら
れ
た
イ
ザ
ナ
キ
（
男
神
）
と
イ
ザ
ナ

ミ
（
女
神
）
が
、
天あ
め

の
浮う
き
は
し橋
（
神
々
が
往
き
来
す
る

天
上
の
橋
で
天
と
地

を
つ
な

ぐ
も
の
）
に
立
っ
て
、
ま
だ
大
地
と
も
海
原
と

も
形
を
な
さ
な
い
地
上
世
界
を
天あ
め

の
沼ぬ
ぼ
こ矛
で

か
き
回
す
と
、
矛
の
先
の
し
ず
く
が
垂
れ
落

ち
て
オ
ノ
ゴ
ロ
島（
お
の
ず
か
ら
こ
り

か
た
ま
っ
た
島

）
が
で
き
る
。

二
神
は
オ
ノ
ゴ
ロ
島
に
降
り
立
っ
て
、
天あ
め

の

御み
は
し
ら柱
を
建
て
る
。
二
神
は
天
の
御
柱
を
め

ぐ
っ
て
結
ば
れ
、た
く
さ
ん
の
国
々
（
島
々
）

や
神
々
を
生
む
。
精
霊
と
し
て
の
神
々
は
、

国
々
（
島
々
）
を
海
、
山
、
川
、
風
、
木
、
獣
、

人
な
ど
で
彩
り
、
葦あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に

原
中
国
と
呼
ば
れ
る

地
上
世
界
が
で
き
る
。
類
似
す
る
天
地
創
造

神
話
は
、
太
平
洋
を
め
ぐ
る
各
地
の
各
先
住

民
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
先
住
民
、

南
北
ア
メ
リ
カ
先
住
民
な
ど

）
の
神
話
に
も
伝

わ
っ
て
い
る
。

　

ア
イ
ヌ
神
話
『
カ
ム
イ
・
ユ
カ
ラ
』
に
よ

れ
ば
、
ま
だ
地
上
に
は
人
間
も
植
物
も
何
一

つ
出
来
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
大
昔
、
天
上

界
の
神
々
の
国
で
は
重
い
位
の
神
様
た
ち
が

毎
日
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
、
下
界
に
有
能
な

神
々
を
お
く
っ
て
国
土
を
造
り
、
そ
こ
に
動

物
や
植
物
な
ど
も
造
っ
て
、
平
和
な
大
地
に

し
よ
う
と
い
う
相
談
の
会
議
を
続
け
て
い

た
。
そ
し
て
、
国
造
り
の
神
モ
シ
リ
・
カ
ラ
・

カ
ム
イ(

山
、
平
野
、
川
の

流
れ
な
ど
を
造
る)

、
お
供
に
犬
の
神
レ

エ
プ
・
カ
ム
イ
と
鷲
わ
し
ふ
く
ろ
う梟
の
神
、
つ
い
で
造

化
の
女
神
イ
カ
ッ
・
カ
ラ
・
カ
ム
イ
（
木
、
草
、

花
を
造
る
）
が
下
界
に
下
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ツ
カ

ミ
ズ
オ
ミ
ツ
ノ
が
初
め
に
造
ら
せ
た
出
雲
国

は
幅
狭
く
小
さ
い
の
で
、
佐さ

ひ

め
比
売
山
（
三さ
ん
べ瓶

山
）
を
杭
と
し
て
綱
を
掛
け
、
新
羅
国
の
岬

に
鋤す
き

を
突
き
刺
し
、
引
き
ち
ぎ
っ
て
、
杵き
ず
き築

日
本
神
話
、
ア
イ
ヌ
神
話
、

出
雲
神
話
と
『
も
の
の
け
姫
』

河 

原 

修 

一
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の
岬
（
日
ノ
御
碕
）
と
し
た
り
、火ひ
の
か
み
だ
け

神
岳
（
鳥

取
県
の
大
山
）
を
杭
と
し
て
綱
を
掛
け
、
越こ
し

の
都つ

つ都
の
岬
（
石
川
県
能
登
半

島
の
珠
洲
岬
か
）
を
同
様
に
引
っ

張
っ
て
、
三
穂
の
埼
（
美
保
関
）
と
し
た
り

し
て
、
国
土
を
補
っ
て
い
る
。　

　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
は
、
イ
ザ
ナ

ミ
は
岩
土
の
神
、
海
の
神
、
川
の
神
、
風
の

神
、
木
の
神
、
山
の
神
、
野
の
神
、
天あ
め

の
鳥と
り

船ふ
ね

（
神
々
が
天
地
を
往
き
来

す
る
た
め
の
乗
り
物

）
の
神
、
食
べ
物
の
神

な
ど
を
生
ん
だ
後
、火
の
神
を
生
ん
だ
と
き
、

火や
け
ど傷
で
地
上
世
界
を
去
り
、
根
の
国
ま
た
は

黄よ

み泉
の
国
と
呼
ば
れ
る
地
下
世
界
に
赴
く
。

イ
ザ
ナ
ミ
の
遺
骸
は
、
出
雲
国
と
伯は
は
き伎
国
の

境
の
比
婆
の
山
（
島
根
県
境
に
近
い
広
島
県

の
比
婆
山
を
連
想
さ
せ
る
）
に
葬
ら

れ
る
。

　

イ
ザ
ナ
キ
は
亡
き
妻
を
偲
ん
で
、
黄
泉
の

国
を
訪
れ
る
が
、
正
体
を
見
て
は
い
け
な
い

と
い
う
禁
忌
を
破
っ
て
、
イ
ザ
ナ
ミ
に
逐お

わ

れ
る
。
イ
ザ
ナ
キ
は
、
葦
原
中
国
と
黄
泉
の

国
の
境
の
黄よ
も
つ
ひ
ら
さ
か

泉
平
坂
（
出
雲
国
揖
屋
（
い

や
）
坂
と
さ
れ
る

）
を

千ち
び
き
の
い
わ

引
石
で
塞
ぎ
、
生
者
の
国
と
死
者
の
国
と

を
隔
て
る
。
こ
の
絶
縁
に
よ
り
、
人
間
に
生

死
が
で
き
る
。

　

イ
ザ
ナ
キ
の
禊み
そ

ぎ
に
よ
り
、
日
神
ア
マ
テ

ラ
ス
、
月
神
ツ
ク
ヨ
ミ
、
嵐
・
雷
の
神
ス
サ

ノ
オ
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
高
天
原
で

の
ス
サ
ノ
オ
の
乱
暴
狼
藉
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

天あ
め
の
い
わ
や
と

石
屋
戸
へ
の
引
籠
り
と
再
登
場
、
高
天
原

か
ら
の
ス
サ
ノ
オ
の
追
放
、
出
雲
国
（
島
根
・

鳥
取
県

境
の
船
通
山
に
降
臨
し
、
奥
出
雲
町
旧
横

田
町
の
旧
鳥
上
村
か
ら
斐
伊
川
を
下
る

）
で
の
ス
サ
ノ
オ

の
オ
ロ
チ
退
治
と
稲
田
姫
と
の
結
婚
、
出
雲

国
の
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
活
躍
と
国
譲
り
、
ア

マ
テ
ラ
ス
の
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
高
千
穂
の
峰

へ
の
降
臨
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦
の
確
執
、
神

武
東
征
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
活
躍
と
悲
運

…
…
と
、日
本
神
話
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
続
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
代
日
本
人
の
宇
宙
観
は
、

〈
高
天
原
─
葦
原
中
国
─
根
の
国
〉
と
い
う

神
人
を
含
む
垂
直
構
造
（
三
層
構
造
）
に
、

常と
こ
よ世
の
国
（
沖
縄
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
、
中

国
の
蓬
莱
の
島
に
通
じ
る

）
と
い
う
水

平
構
造
が
加
わ
っ
て
、
現
実
世
界
と
霊
的
世

界
を
含
ん
で
い
る
（
葦
原
中
国
以
外
は

霊
的
世
界
で
あ
る
）。
北
ア
メ

リ
カ
先
住
民
の
ホ
ー
ピ
族
の
神
話
も
、
三
層

構
造
の
垂
直
構
造
の
宇
宙
観
を
示
し
て
い

る
。
一
万
二
千
年
前
に
始
ま
る
縄
文
時
代
に

先
立
っ
て
、
氷
河
期
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
は

陸
続
き
と
な
り
、シ
ベ
リ
ア
の
狩
猟
民
族（
モ

ン
ゴ
ロ
イ
ド
）
は
獲
物
を
追
っ
て
、
北
ア
メ

リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

神
々
は
、
高
天
原
と
葦
原
中
国
、
葦
原
中

国
と
根
の
国
、
葦
原
中
国
と
常
世
の
国
を
往

き
来
す
る
。
し
か
し
、
人
間
に
は
、
神
々
も
、

天
の
浮
橋
も
、
天
の
鳥
船
も
、
知
覚
さ
れ
な

い
。

　

人
間
に
は
知
覚
さ
れ
な
い
神
々
の
存
在
形

態
は
、
隠
り
身
で
あ
る
。
人
間
に
知
覚
さ
れ

る
神
々
の
存
在
形
態
は
、
現う
つ

し
身
で
あ
る

が
、
人
や
獣
と
い
う
仮
の
姿
と
な
る
化
身
で

あ
る
。

　

イ
ザ
ナ
ミ
は
、
地
上
世
界
で
活
動
す
る
と

き
は
命
み
こ
と

と
呼
ば
れ
る
が
、
黄
泉
の
国
で
は

大お
お
み
か
み

御
神
と
呼
ば
れ
る
。
ス
サ
ノ
オ
も
オ
ロ

チ
を
退
治
し
稲
田
姫
と
結
婚
し
て
出
雲
国

を
治
め
る
と
き
は
命
み
こ
と

と
呼
ば
れ
る
が
、
葦

原
中
国
を
去
っ
て
根
の
国
に
赴
い
て
か
ら
は

大お
お
み
か
み

御
神
と
呼
ば
れ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
ず
っ

と
高
天
原
に
い
て
、
大お

お
み
か
み

御
神
と
呼
ば
れ
る
。

つ
ま
り
、「
み
こ
と
」
は
語
源
的
に
は
御
言

で
あ
り
命
令
の
意
味
に
も
な
る
が
、
言
葉
を

話
し
て
人
間
世
界
で
命
を
得
て
活
動（
活
躍
）

し
て
い
る
と
き
の
神
々
や
英
雄
の
呼
称
で
あ

る
。

　

三
輪
山
の
神
は
、
美
し
い
若
い
男
性
の
姿

で
現
れ
、
毎
夜
、
人
間
の
女
性
の
も
と
を
訪

れ
て
交
わ
る
。
ア
イ
ヌ
・
縄
文
人
の
先
住
す

る
東
国
を
征
伐
し
よ
う
と
す
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
に
対
し
て
、
足
柄
山
の
坂
の
神
は
白
い
鹿

と
な
っ
て
現
れ
、
伊
吹
山
の
山
の
神
は
大
き

な
白
い
猪
と
な
っ
て
現
れ
、
抵
抗
す
る
。
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
こ
の
大
猪
と
の
争
い
に
よ

る
傷
が
も
と
で
息
絶
え
、
そ
の
魂
は

八や
ひ
ろ
し
ろ
ち
ど
り

尋
白
智
鳥
（
両
翼
十
六
メ
ー
ト

ル
の
大
き
な
白
鳥

）
と
な
っ
て
空

高
く
天あ
ま
が翔
け
る
。

　

ア
イ
ヌ
神
話
『
カ
ム
イ
・
ユ
カ
ラ
』
で
は
、

石
狩
峠
を
支
配
す
る
熊
の
神
キ
ム
ン
・
カ
ム

イ
は
、
禁
忌
を
破
っ
て
、
神
々
が
剣
を
造
る

た
め
に
鉄
を
打
ち
叩
く
ウ
カ
ジ(

鍛
冶)

の

音
に
誘
わ
れ
て
現
場
を
見
て
命
を
落
と
し
、

三
年
間
白
骨
の
ま
ま
で
神
の
国
に
戻
れ
な
い

が
、
通
り
が
か
っ
た
守
護
神
シ
カ
マ
・
カ
ム

イ
達
に
歌
や
踊
り
で
供
養
さ
れ
て
、
霊
界
に

帰
る
。
人
間(

ア
イ
ヌ)

達
と
共
に
暮
す
天

上
の
神
の
子
ア
イ
ヌ
・
ラ
ッ
・
ク
ル
は
、
平

和
な
人
間
の
村(

ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン)

を
襲
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き
つ
ね
』
で
は
、
土つ
ち
が
み神
は
ア
イ
ヌ
・
縄
文
的

な
土
着
の
神
で
あ
り
、
原
初
的
な
集
合
的
無

意
識
に
よ
る
煩
悩
の
象
徴
と
も
な
り
、
き
つ

ね
は
弥
生
文
化
さ
ら
に
は
西
洋
文
明
を
体
現

し
、
合
理
的
な
考
え
方
に
伴
う
煩
悩
の
象
徴

と
も
な
る
。
土
神
と
き
つ
ね
が
恋
敵
と
し
て

争
う
樺か
ば

の
木
は
、
ア
イ
ヌ
神
話
『
カ
ム
イ
・

ユ
カ
ラ
』
に
登
場
す
る
チ
キ
サ
ニ
（
春は
る
に
れ楡
）

の
木
の
イ
メ
ー
ジ
と
響
き
合
う
。
チ
キ
サ
ニ

の
木
は
、
月
夜
に
は
若
い
美
し
い
姫
神
の
姿

に
変
る
。
天
上
界
の
荒
神
の
雷
神
シ
・
カ
ン

ナ
・
カ
ム
イ
は
下
界
に
下
っ
て
チ
キ
サ
ニ
姫

に
一
目
惚
れ
し
、
落
雷
し
合
体
し
て
、
チ
キ

サ
ニ
姫
は
六
日
六
晩
燃
え
さ
か
る
。
火
の
渦

巻
き
か
ら
這
い
出
し
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
（
ア

イ
ヌ
・
ラ
ッ
・
ク
ル
）を
造
化
の
女
神
イ
カ
ッ
・

カ
ラ
・
カ
ム
イ
が
走
り
寄
っ
て
抱
き
上
げ
、

太
陽
神
の
妹
イ
レ
シ
ュ
・
サ
ポ
姫
に
育
て
さ

せ
る
。

　

賢
治
の
童
話
『
風
の
又
三
郎
』
で
は
、
東

北
地
方
の
民
話
に
出
て
く
る
風
の
三
郎
、
さ

ら
に
は
ア
イ
ヌ
・
縄
文
的
な
風
の
神
と
い
う

原
初
的
な
心
象
に
、
新
し
い
西
洋
の
文
明
や

思
想
を
運
ぶ
風
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り

合
っ
て
い
る
。

　

や
ま
と
こ
と
ば
（
和
語
）
と
し
て
の
「
も

の
」
は
、
概
念
が
広
く
、
物
（
対
象
）
で
あ

り
、
者
（
主
体
）
で
あ
り
、
鬼も
の

（
霊
的
存
在
）

で
も
あ
る
。
目
に
見
え
な
い
も
の
を
含
む
。

「
ば
け
も
の
」「
も
の
の
け
」「
も
の
さ
び
し

い
」
と
い
う
と
き
の
「
も
の
」
は
、
目
に
見

え
な
い
霊
的
存
在
を
意
味
す
る
。「
も
の
の

け
」
と
は
、
目
に
見
え
な
い
霊
的
存
在
の
気

配
を
意
味
す
る
。

　

宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
『
も
の
の
け
姫
』

で
は
、
室
町
時
代
中
頃
、
ア
イ
ヌ
と
近
し
い

と
さ
れ
る
東
北
地
方
（
モ
デ
ル
は
青
森
県
と
秋
田

県
の
県
境
の
白
神
山
地

）
の

エ
ミ
シ
の
隠
れ
住
む
村
を
大
猪
の
タ
タ
リ
神

が
襲
い
、
エ
ミ
シ
の
族
長
の
血
筋
を
ひ
く
若

者
ア
シ
タ
カ
（『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
神
武
天
皇
の
東

征
に
抵
抗
し
た
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
を
連
想
さ

せ
る
人
名
）
が
弓
で
射
殺
す
。
右
腕
に
死
の
呪
い

の
痣
を
受
け
た
ア
シ
タ
カ
は
巫
女
ヒ
イ
の
勧

め
で
村
を
出
て
西
に
向
か
い
、
奥
出
雲
の

鹿し
し
が
み神
の
森
で
無
数
の
精
霊
コ
ダ
マ(

木
霊)

、

年
経
て
霊
力
を
得
た
巨
大
な
山
犬
（
狼
）
モ

ロ
と
そ
の
養
女
サ
ン
（
か
つ
て
人
身
御
供
と
し
て
山
犬
に

捧
げ
ら
れ
た
人
間
の
幼
女
で
今
は

も
の
の
け
姫
と

呼
ば
れ
て
い
る

）、
鹿
神
、
猪
神
の
乙お
つ
こ
と
ぬ
し

事
主
と
出

会
う
。

　

鹿
神
の
森
（
モ
デ
ル
は
現
在
の
島
根
県
奥
出
雲
町

旧
横
田
町
ま
た
は
雲
南
市
旧
吉
田
村

）
の

一
角
は
、
エ
ボ
シ
御
前
（
も
と
は
烏
帽
子
を
被
っ
て
舞

を
し
て
い
た
白
拍
子
と
も
瀬

戸
内
海
の
海
賊
の
娘

と
も
考
え
ら
れ
る

）（
島
根
・
広
島
県
境
の
烏
帽

子
山
の
名
を
連
想
さ
せ
る

）
が
被
差

別
部
落
民
（
も
と
は
大
和
朝
廷
に
征
服
さ

れ
た
縄
文
先
住
民
や
山
人
族

）、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
な
ど
を
率
い
て
タ
タ
ラ
（
砂
鉄
か
ら
鉄

を
精
錬
す

る
作
業
場
）
を
経
営
す
る
自
治
共
同
体
ま
た
は
要

塞
と
し
て
、開
発
さ
れ
て
い
る
。
タ
タ
ラ
は
、

古
代
の
北
東
ア
ジ
ア
一
帯
に
見
ら
れ
る
鉄
の

精
錬
方
法
で
あ
る
。
エ
ボ
シ
は
鹿
神
の
森
を

守
る
勢
力
（
モ
ロ
、
サ
ン
、
乙
事
主
）
や
管

領
ア
サ
ノ
の
武
士
団
と
戦
い
な
が
ら
、
鹿
神

を
成
敗
す
る
天
皇
の
勅
書
を
携
え
る
ジ
コ
坊

（
朝
廷
の
秘
密
組
織
の
師
匠
連
の
頭
目
で
、
鹿
神
退
治
の
た
め
に

石
火
矢
衆
、
唐
傘
連
、
地
走
り
を
エ
ボ
シ
に
貸
し
与
え
て
い
る
）
と

組
ん
で
、
鹿
神
の
首
を
狙
っ
て
い
る
。

　

鹿
神
は
生
死
を
司
る
自
然
霊
で
、
夜
は

デ
ィ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
（
東
北
地
方
の
民
話
に
登
場
す
る
森

の
妖
怪
、
大
太
郎
坊
主
の
訛
り

）

の
姿
と
な
る
（
鹿
神
は
新
し
い
生
命
の
息
吹
き
、
デ
ィ
ダ
ラ

ボ
ッ
チ
は
破
壊
に
至
る
死
を
司
り
、
生
死
が
表

裏
一
体
で
あ
る
こ

と
を
象
徴
す
る

）。
エ
ボ
シ
が
石い
し
び
や

火
矢
で
撃
ち
落

し
た
鹿
神
の
首
を
ア
シ
タ
カ
は
荒
れ
狂
う

デ
ィ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
に
返
す
が
、
夜
明
け
の
光

と
共
に
デ
ィ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
は
湖
に
倒
れ
込

む
。
太
古
か
ら
の
森
は
消
え
、
明
る
い
里
山

が
現
れ
る
。無
数
の
コ
ダ
マ
は
姿
を
消
す
が
、

一
体
だ
け
残
る
。
ア
シ
タ
カ
は
許い
い
な
ず
け嫁
の
カ

ヤ
に
貰
っ
た
黒
曜
石
の
玉
の
小
刀
を
サ
ン
に

渡
し
、
エ
ミ
シ
の
村
に
は
戻
ら
ず
、
エ
ボ
シ

の
タ
タ
ラ
で
暮
す
こ
と
に
す
る
。

　

大
和
朝
廷
が
律
令
体
制
を
確
立
し
よ
う
と

す
る
七
一
二
年
に
国
内
向
け
に
『
古
事
記
』、

七
二
〇
年
に
中
国
向
け
に
『
日
本
書
紀
』
が

編
纂
さ
れ
る
。
国
史
編
纂
と
並
ん
で
、
地
方

史
編
述
の
中
央
官
命
が
七
一
三
年
に
下
さ

れ
、各
地
で『
風
土
記
』が
編
纂
さ
れ
始
め
る
。

う
（
普
通
の
鹿
の
二
倍
の
大
き
さ
の
）
大
鹿

（
荒
神
の
化
身
）
を
矢
で
射
殺
し
、
鹿
神
の

頭
を
村
に
運
ぶ
が
、
イ
ナ
ウ(

木
幣)

で
祀

り
、
そ
の
霊
魂
を
天
空
に
帰
す
。

　

日
本
神
話
（
弥
生
神
話
が
被
さ

る
前
の
縄
文
神
話

）
も
ア
イ
ヌ
神

話
も
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
神
話
も
、
神
霊
や

精
霊
に
よ
っ
て
自
然
が
造
ら
れ
た
と
さ
れ
、

動
物
・
植
物
を
人
間
に
贈
っ
て
く
れ
る
神
々

に
感
謝
し
、
取
り
尽
す
こ
と
を
せ
ず
、
幣ぬ
さ

で

祀
っ
て
再
び
霊
界
に
送
り
帰
す
。
自
然
界
の

土
地
も
動
植
物
も
神
々
の
も
の
で
あ
り
、
私

有
財
産
と
い
う
観
念
は
な
か
っ
た
の
で
、
後

続
者
に
侵
略
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

宮
沢
賢
治
（
岩
手
県
花

巻
市
出
身
）
の
童
話
『
土
神
と
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弥
生
時
代
に
日
本
列
島
に
後
れ
て
渡
来
し

た（
大
陸
ま
た
は
半
島
の
貴
族
が
亡
命
し
た
）

と
考
え
ら
れ
る
天
皇
家
（
日
本
神
話
で
は
日
向
（
ひ
ゅ

う
が
）
国
高
千
穂
の
峰
に
天

孫
降
臨

す
る

）
に
対
す
る
先
住
民
は
、
ア
イ
ヌ
（
北

日
本
）、
エ
ミ
シ
（
東
日
本
）、
土つ
ち
ぐ
も

蜘
蛛
（
関

東
・
西
日
本
、
弥
生
人
に
よ
る
蔑
称
）、

国く

ず栖
（
畿
内
大
和
）、
越こ
し

人
（
北
陸
）、
出
雲

人
（
山
陰
）、
吉き

び備
人
（
山
陽
）、
隼は
や
と人
（
南

九
州
）、
熊く
ま
そ襲
（
南
九
州
）、
奄
美
人
（
南
西

諸
島
）、
沖
縄
人
（
南
西
諸
島
）
な
ど
、
様
々

な
民
族
か
ら
成
る
縄
文
人
と
考
え
ら
れ
る

が
、
越
人
、
出
雲
人
、
吉
備
人
な
ど
は
天
皇

家
よ
り
も
古
い
弥
生
人
が
被
さ
っ
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

原
形
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
『
出

雲
国
風
土
記
』
で
は
、
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ツ

ノ
が
「
八
雲
立
つ
」
と
仰
っ
た
と
あ
り
、
ま

た
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
「
越こ

し

の
八や

く
ち口

」（
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）（
越
後
国
に
八
ツ
口
と

い
う
地
名
が
あ
る

）
を
退
治

し
て
「
八
雲
立
つ
出
雲
の
国
」
は
自
分
が
平

定
し
て
「
青
垣
山
を
廻
ら
し
」
た
と
仰
っ
た

と
あ
る
が
、
大
和
朝
廷
が
中
心
と
な
っ
て
編

纂
し
た
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
は
、

ス
サ
ノ
オ
が
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し
て

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
」
と
歌
っ
た
と
あ

る
。
次
々
に
後
か
ら
や
っ
て
来
た
部
族
が
、

先
住
す
る
部
族
の
伝
説
・
神
話
を
自
分
達
の

神
話
に
取
り
込
ん
で
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
と
す
れ
ば
、
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ツ
ノ
が

出
雲
国
に
先
住
し
た
縄
文
人
の
信
仰
す
る
土

着
の
神
ま
た
は
開
拓
者
で
あ
り
、
オ
オ
ク
ニ

ヌ
シ
が
大
陸
・
半
島
か
ら
渡
来
し
た
弥
生
人

の
信
仰
す
る
神
ま
た
は
開
拓
者
（
征
服
者
）

で
あ
り
、
ス
サ
ノ
オ
は
天
皇
家
の
信
仰
す
る

神
ま
た
は
開
拓
者
（
征
服
者
）
で
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ま
た

は
ス
サ
ノ
オ
が
越こ
し

の
八
口
ま
た
は
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
を
退
治
し
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
越
の

沼
河
姫
（
越
後
国
に
沼
河
と

い
う
地
名
が
あ
る

）
の
も
と
に
求
婚
に

出
か
け
る
と
い
う
神
話
か
ら
、
古
代
に
は
出

雲
国
と
越
国
と
の
間
に
交
流
が
あ
り
、
越
国

は
出
雲
国
の
属
国
に
近
か
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
古
墳
の
埴
輪
や
副
葬
品
の
や

り
と
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
出
雲
国
と

吉
備
国
は
友
好
的
で
対
等
の
関
係
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
意
味
に
つ
い
て
諸

説
（
約
二
十
）
あ
る
な
か
に
、
ロ
シ
ア
の
沿

海
州
に
い
た
オ
ロ
族
を
指
す
と
い
う
説
が
あ

る
。
ま
た
、
三
韓
（
高
句
麗
、
新
羅
、
百
済
）

時
代
の
朝
鮮
半
島
に
、
現
在
の
金か
な
み海
・
釜ぷ
さ
ん山

付
近
に
伽か

や耶
と
い
う
小
国
が
あ
り
、
稲
作
と

砂
鉄
か
ら
の
精
錬
が
行
わ
れ
、
出
雲
国
と
の

地
名
の
類
似
も
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
出

雲
人
が
龍
蛇
を
ト
ー
テ
ム
と
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
の
出
自
を
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
系
と
し
、

伽
耶
の
国
は
民
族
移
動
の
中
継
点
と
す
る
考

え
方
も
あ
る
。
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま

で
千
年
間
に
わ
た
っ
て
、
次
々
に
大
陸
・
半

島
か
ら
日
本
列
島
に
民
族
移
動
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
が
、
越
人
、
出
雲
人
、
天
皇
家
と
い

う
順
に
渡
来
し
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

大
和
朝
廷
は
平
安
時
代
か
ら
東
北
地
方
の

先
住
民
の
エ
ミ
シ
（
蝦
夷
）
の
叛
乱
（
八
世
紀

ア
テ
ル

イ
の
戦
い
、
十
一
世
紀
安
倍
一
族
の
戦

い
、
十
二
世
紀
奥
州
藤
原
氏
の
戦
い
な
ど
）
に
対
す
る
討
伐

を
試
み
、
征
夷
大
将
軍
を
遣
わ
し
た
（
そ
の
呼

称
は
江

戸
時
代
ま

で
続
く

）。幕
末
か
ら
北
海
道
開
発
と
称
し
て
、

ア
イ
ヌ
の
村
々
を
侵
略
し
た
。
明
治
三
十
二

年
に
は
北
海
道
旧
土
民
保
護
法
を
制
定
し

て
、
ア
イ
ヌ
の
主
食
で
あ
る
熊
・
鹿
・
鮭
の

捕
獲
を
禁
じ
た
（
こ
の
悪
法
は
平
成

九
年
ま
で
続
く

）。

　

日
本
神
話
、
ア
イ
ヌ
神
話
、
出
雲
神
話
と

『
も
の
の
け
姫
』
に
は
、
古
代
人
の
精
霊
信

仰
（
ア
ニ
ミ
ズ
ム
）
だ
け
で
な
く
、
日
本
列

島
に
お
け
る
生
々
し
い
歴
史
の
一
端
も
垣
間

見
え
る
の
で
あ
る
。

（
か
わ
は
ら
・
し
ゅ
う
い
ち
／
日
本
語
学
）
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